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市内小中学校の特別支援学級

一人ひとりの教育的ニーズに則した指導の実現を図る。

特別支援学級を設置している小中学校に生活介助員（非常
勤）を配置し、消耗品費用を配分している

特別支援学級において介助度の高い児童生徒が増加していることから、生活介助員の増員により対応します。

市内小中学校の特別支援学級数

生活介助員数

教職員（特別支援学級教員及び介助員）1人当
りの特別支援学級在籍児童生徒数

特別支援学級生活介助事業

単位コスト指標

事業費計（A） 37,878 39,923 37,424 40,672 0

 

正職員人件費（B) 1,660 1,612 1,629 1,619 0千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 39,538 41,535 39,053 42,291 0

[0399]

維 持
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事務事業評価表　平成23年度

21年度実績 22年度実績 23年度予算 24年度予算

 ： 現状の目的や方法に変更がなく24年度実施する事業
 ： 現状の方法や事業量を見直し、成果指標の向上やコスト改善をおこなう事業
 ： 22年度もしくは23年度に「休止」、「廃止」、「終了」する事業
 ： 24年度より新たに新規事業として実施する事業

24年度への業務改善方向性


